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●国民年金保険料

運河水辺公園

総合運動公園

清瀧院
マナーを守り楽しいお花見を 鮮やかな日蘭友好のチューリップ
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運河水辺公園（西深井）
東深井地区公園（東深井）
愛宕ふれあいの森（中野久木）
美田１号緑地（美田）
茂侶神社（三輪野山）
総合運動公園（野々下１丁目）
大宮神社（平和台５丁目）
東福寺（鰭ケ崎）
南流山中央公園（南流山３丁目）
清瀧院（名都借）

市内のみどころ（一部）

21世紀のまちづくりの指針
本年度から新しい市総合計画

がスタートします
平
成
三
十
一
年
度
を
目
標
年
次
と

す
る
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

な
指
針
と
な
る
「
流
山
市
総
合
計
画
」

が
本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
そ
の
基
本
理
念
と

し
て
、「
価
値
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

掲
げ
「
人
間
の
価
値
」「
自
然
の
価
値
」

「
文
化
の
価
値
」
を
高
め
な
が
ら
、
本

市
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
豊
か
な

自
然
や
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
、
市

民
が
真
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま

ち
『
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
価
値
あ
る

流
山
』」
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。

な
お
、
流
山
市
総
合
計
画
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
図
書
館
お
よ
び
市
役

所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

□問
企
画
調
整
課
�
50
―

６
０
６
４

人間の価値 

文
化
の
価
値 

自
然
の
価
値 

価値ある 
まちづくり 
公・民パートナー 

シップ 

公
・
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
構
想 

実
現
と
効
率
的
、
効
果
的
行
財
政
運
営 

�コスト感覚の醸成と 
　投資の効果的配分 
�状況の変化への 
　的確な対応 

�必要な開発と 
　適正な保全 
�まちづくりのプロ 
　セスの共有 
�民間活力の活用 

施 策 の 大 綱 

�
整
備
・
開
発
と
自
然
環
境
の 

　
　
　
　
　
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
流
山 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
基
盤
の
整
備
） 

�
生
活
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
流
山 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
活
環
境
の
整
備
） 

�
学
び
、
受
け
継
が
れ
、
進
展
す
る
流
山 

　
　
　
　
　
（
教
育
・
文
化
の
充
実
向
上
） 

�
誰
も
が
充
実
し
た
生
涯
を 

　
　
　
　
送
る
こ
と
の
で
き
る
流
山 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
福
祉
の
充
実
） 

�
賑
わ
い
と
活
気
に
満
ち
た
流
山 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
の
振
興
） 

昨
年
ま
で
親
し
ま
れ
て
き
た

「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
代
わ
り
、
だ
れ
も
が
気
軽
に
楽

し
く
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し
め
る

よ
う
、
総
合
運
動
公
園
や
市
民
総

合
体
育
館
全
館
を
舞
台
に
、「
２

０
０
０
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま

す
。当

日
は
、
各
種
軽
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
を
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
形
式
に
よ

り
、
会
場
内
で
自
由
に
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
や

ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
な
ど
に

よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
４
月
29
日
�
10
時

〜
12
時
▽
場
所
＝
総
合
運
動
公

園
、
市
民
総
合
体
育
館
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
会

場
の
各
コ
ー
ナ
ー
で
受
け
付
け

□問
社
会
体
育
課
�
59
―

１
２
１

２

だ
れ
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を

コ
ミ
ス
ポ
フ
ェ
ス
タ
開
催

！

2000

今号から紙面の
一部を刷新

わかりやすく親しみやすい広報紙を目指し、

今号から新しい連載をスタートするなど紙面

の一部を刷新します。

新しい連載は「おのつよしの市役所訪問」。

また、男女共同参画社会づくりについてのコ

ラム「男だから？女だから？ジェンダーフリ

ートーク」および学校現場からのコラム「ス

クールカウンセラー日誌から」を隔月で連載

します。

15日号では生活習慣病予防のための「ウエ

ルネス・コラム」を連載します。
□問秘書広報課�50－６０６３

3月定例市議会
37議案を可決

２月24日に開会した３月定例市議会は、３

月17日に最終日を迎え、当初提案された予算

関連議案や流山市介護保険条例の制定などの

議案35件と追加提案された人権擁護委員の推

薦についてなど２議案を、すべて原案のとお

り可決し、閉会しました。
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2
3
4
5
6
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花
こ
と
ば
は「
教
養
」…
。

桜
は
古
く
か
ら
日
本
人
に
親
し
ま
れ
、
日
本
の
花
の
代
表
と
し
て

海
外
に
ま
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
も
桜
前
線
の
北
上
に
と
も
な
い
、
市
内
の
桜
も
つ
ぼ
み
が

ほ
こ
ろ
び
は
じ
め
ま
し
た
。

運
河
水
辺
公
園
や
総
合
運
動
公
園
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
清
瀧
院

の
し
だ
れ
桜
な
ど
市
内
に
も
桜
の
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
た
、こ
と
し
は
日
蘭
友
好
四
〇
〇
年
の
記
念
の
年
で
、
利
根
運

河
を
設
計
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
ム
ル
デ
ル
が
取
り
持
つ
縁
で
、
オ

ラ
ン
ダ
政
府
か
ら
四
〇
〇
個
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
が
贈
ら
れ
、
運

河
水
辺
公
園
で
花
の
オ
ラ
ン
ダ
国
旗
を
咲
か
せ
ま
す
。

家
族
そ
ろ
っ
て
の
花
見
を
す
る
も
よ
し
、
散
策
に
お
出
か
け
の
際

に
は
、
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。



平成12年４月１日（土曜日） （２）第９６７号

介
護
の
不
安
や
負
担
を
社
会
全

体
で
支
え
合
う
「
介
護
保
険
制
度
」

が
き
ょ
う
一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

介
護
保
険
に
加
入
す
る
の
は
、

①
六
十
五
歳
以
上
の
方
（
第
一
号

被
保
険
者
）
と
②
四
十
歳
か
ら
六

十
四
歳
ま
で
の
医
療
保
険
加
入
者

（
第
二
号
被
保
険
者
）
で
す
。

第
一
号
被
保
険
者
と
第
二
号
被

保
険
者
と
で
は
、
保
険
料
や
そ
の

徴
収
方
法
な
ど
は
異
な
り
ま
す
。

三
十
歳
以
上
の
女
性
（
平
成
十
三

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
満
三
十
歳

に
な
る
方
を
含
む
）
を
対
象
に
乳
が

ん
と
子
宮
が
ん
の
個
別
検
診
を
市
内

医
療
機
関
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
自
分
、
そ
し
て
家
族
の
安
心
の

た
め
に
も
定
期
的
な
個
別
検
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。
検
診
申
し
込
み
は
直

接
実
施
医
療
機
関
へ
。

【
受
診
料
】

▽
乳
が
ん
個
別
検
診
＝
４
０
０
円

▽
子
宮
が
ん
個
別
検
診
＝
１
０
０
０

円
（
け
い
部
）、
１
７
０
０
円
（
け

い
体
部
）
※
個
別
検
診
の
受
診
は
年

１
回
。
集
団
検
診
（
無
料
）
と
の
重

複
は
で
き
ま
せ
ん

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
54
―

０
３
３

１

経
済
的
な
理
由
で
、
子
ど
も
に
義
務
教
育
を
受

け
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
保
護
者
を
対
象
に
、
学

用
品
や
学
校
給
食
、
修
学
旅
行
の
費
用
な
ど
を
援

助
す
る
「
就
学
援
助
費
」
の
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▽
対
象
＝
①
生
活
保
護
世
帯
に
準
ず
る
程
度
に

生
活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
②
保
護
者
の
長
期
に
わ

た
る
病
気
や
事
故
、
災
害
な
ど
の
た
め
に
経
済
的

に
困
っ
て
い
る
世
帯
▽
援
助
の
内
容
＝
①
学
用
品

費
②
学
校
給
食
費
③
新
入
学
の
学
用
品
費
④
医
療

費
（
む
し
歯
、
中
耳
炎
な
ど
学
校
保
健
法
に
定
め

ら
れ
た
疾
病
を
持
つ
児
童
・
生
徒
）
⑤
林
間
学
園

費
（
小
学
５
年
、
中
学
２
年
）
⑥
修
学
旅
行
費

（
小
学
６
年
、
中
学
３
年
）
な
ど
▽
申
し
込
み
＝
学

級
担
任
に
申
し
出
て
手
続
き
を

□問
学
校
教
育
課
�
50
―

６
１
０
４

４月は入学シーズン。まちには、真新しいランドセルが目立つようになります。子
どもたちが事故に遭わないよう大人たちも日ごろから注意しましょう。
交通事故の撲滅を目指し、「ランドセル　見えたらスピード ひかえてね！」をス
ローガンに、「春の全国交通安全運動」が今月６日から１５日まで全国一斉に展開
されます。
運動の重点目標は、①子どもと高齢者の交通事故防止②チャイルドシートとシ
ートベルトの着用の徹底③歩行者・自転車利用者の交通事故防止の３点です。
期間中、本市でも警察署や交通安全協会などと協力し、街頭ＰＲや交通取り

締まりの強化をします。また、啓発行事として「交通安全のつどい」を開催します。
県警音楽隊の演奏や寸劇など、楽しみながら交通安全について学べます。誰で
も入場できますので、ぜひ、どうぞ。
【交通安全のつどい】
日　時 ４月５日� ９：４５～１１：４５
場　所　文化会館
内　容　交通安全講話、県警音楽隊の演奏、交通安全寸劇ほか
入場料　無料
□問生活安全課�50－６０７８

就
学
費
用
を
援
助

学
用
品
代
、
修
学
旅
行
費
な
ど

きょう１日からチャイルドシートの着用が義務づけられ、自動車の運転者は、チ
ャイルドシートを使用しないで６歳未満の幼児を車に乗せてはいけないことになり
ました。
幼い命を守るため、小さい子どもを乗せるときは、必ずチャイルドシートを使用し
ましょう。また、チャイルドシートは、子どもの発育程度に合ったものを使いましょう。

チャイルドシート着用が義務化に

ランドセル　見えたらスピード　ひかえてね！

4月6日～15日に春の全国交通安全運動を展開

個別検診を市内医療機関で実施中
自分と家族のために、ぜひ受診を

乳がん

子宮がん

◎ 流山１丁目 59－５１９１

◎ 流山２丁目 58－００３１

◎ 〃 58－１４１６

◎ 流山３丁目 58－１２１５

◎ ◎ 加１丁目 58－１０３８

◎ 加４丁目 50－１４４１

◎ ◎ 平和台4丁目 59－３２５１

◎ 平和台5丁目 58－５５４１

◎ 南流山4丁目 58－５１９１

◎ ◎ 鰭ケ崎 59－１６１１

◎ 宮園２丁目 59－０５５９

◎ 野々下5丁目 43－０１２７

◎ 〃 44－６４８４

◎ 向小金3丁目 74－３４８３

◎ 〃 76－３２４１

◎ 松ケ丘4丁目 44－５２０２

◎ ◎ 下花輪 59－１０１１

◎ ◎ 東初石4丁目 55－３４５１

◎ 西初石3丁目 55－２０７４

◎ 江戸川台東2丁目 52－０１０１

◎ 江戸川台東3丁目 55－５４９９

◎ 江戸川台西1丁目 53－２７７１

◎ ◎ 江戸川台西2丁目 52－１８２１

◎ ◎ 〃 52－５８１８

◎ 東深井 52－２６４８

医療機関名
実施項目

所在地 電話番号
乳がん 子宮がん

乳がん、子宮がん個別検診実施医療機関（順不同）

ま
た
、
い
ず
れ
の
方
も
介
護
保

険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に

は
、「
要
介
護
認
定
」
を
受
け
て
、

そ
の
結
果
に
合
わ
せ
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作

成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

相
談
や
わ
か
ら
な
い
点
な
ど
が

あ
れ
ば
、
介
護
支
援
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
支
え
合
う
高
齢
社
会

介
護
保
険
制
度
が
い
よ
い
よ

き
ょ
う
か
ら
ス
タ
ー
ト

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の

交
付す

で
に
郵
送
で
全
員
に
交

付
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
方
に

は
、
誕
生
日
の
あ
る
月
に
交

付
し
ま
す
。

保
険
料

第
一
号
被
保
険
者
の
保
険

料
は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。

流
山
市
で
は
、
低
所
得
の
高

齢
者
に
や
さ
し
い
六
段
階
区

分
を
採
用
し
ま
す
。

徴
収
方
法

公
的
年
金
を
年
額
十
八
万

円
以
上
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
年
金
か
ら
引
か
れ
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
方
は
、
納
付
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
金
融

機
関
（
郵
便
局
を
除
く
）
窓

口
で
納
付
す
る
か
、
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ど
ち
ら
の
徴
収
方
法
に

な
る
か
は
、
九
月
ご
ろ
、
通

知
書
ま
た
は
納
付
書
で
ご
案

内
し
ま
す

保
険
料
の
特
別
対
策

介
護
保
険
制
度
が
円
滑
に

導
入
さ
れ
る
よ
う
に
、
平
成

十
二
年
九
月
ま
で
の
半
年
間

は
、
保
険
料
は
徴
収
さ
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
平
成
十
二
年

十
月
か
ら
平
成
十
三
年
九
月

ま
で
の
一
年
間
は
、
半
額
と

な
り
ま
す
。

介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
交

付
要
介
護
認
定
の
結
果
が
出
た

方
な
ど
に
交
付
し
ま
す
。

保
険
料

第
二
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

の
算
定
方
法
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
な
お
、
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
表
２

の
と
お
り
で
す
。

徴
収
方
法

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の

保
険
料
に
上
乗
せ
し
て
一
括
で

支
払
い
ま
す
。
な
お
、
国
民
健

康
保
険
料
は
、
世
帯
ご
と
に
賦

課
さ
れ
ま
す
。

65歳以上の方（第１号被保険者）

40～64歳の医療保険加入者（第２号被保険者）

生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で
世帯全員が住民税非課税の場合等

9,600円
（基準額×0.3）

22,600円
（基準額×0.7）

32,300円
（基準額×1.0）

40,300円
（基準額×1.25）

48,400円
（基準額×1.5）

64,600円
（基準額×2.0）

第１段階

段 階 年額保険料 該　当　と　な　る　要　件

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

本人が住民税非課税であり、かつ世帯全員が
住民税非課税の場合等

本人は住民税非課税だが、世帯内に住民税課税の者がいる
場合等※公的年金収入のみの場合は年額約２６６万円未満

本人が住民税課税で前年の所得額が２５０万円未満の場
合等※公的年金収入のみの場合は約４３３万円未満

本人が住民税課税で前年の所得額が２５０万円
以上１０００万円未満の場合等

本人が住民税課税で前年の所得額が１０００万
円以上の場合

所得割 ７.５％
均等割（1人当たり）

14,400円
平等割（1世帯当たり）

13,200円
賦課限度額 53万円

同　　左

所得割 ７.５％
均等割（1人当たり）

14,400円
平等割（1世帯当たり）

13,200円
賦課限度額 53万円

所得割（40～64歳の被保
険者について算定します）

0.83％
均等割（40～64歳の方
1人当たり） 7,440円
賦課限度額 7万円

表１ 第１号被保険者の６段階保険料

表２ 国民健康保険料

※65歳以上の方は、第１号被保険者として別に介護保険料を納めてください

医
療
分

介
護
分

平成11年度

全世帯 第2号被保険者
を含まない世帯

第2号被保険者
を 含 む 世 帯

平成12年度

＜介護保険制度モニターを募集＞

介護保険制度に対する利用者の意見や要望を広
く聴き、介護サービスの質的向上と、利用者本位
の介護保険制度を確立するため、「介護保険制度モ
ニター」を募集します。
▽主な活動内容＝①市の調査票への回答②モニ
ター連絡会議への出席③介護サービスの情報提供
▽応募資格＝市内在住の40歳以上の方で、介護サ
ービスを利用している本人、介護している家族ま
たは過去に介護の経験のある方▽定員＝20人（選
考）▽任期＝委嘱日から平成14年3月31日まで▽
応募方法＝原稿用紙２枚（800字）程度に住所、氏
名、年齢、性別、利用している介護サービスの種
類、介護サービス利用者の氏名、利用者との続柄、
応募の動機を記入し、封書で４月28日（必着）ま
でに〒270－0192流山市役所介護支援課へ
＜ケアマネ連絡会で情報交換＞

介護サービス計画（ケアプラン）を作成し、本
人の自立に向けてお手伝いをする介護支援専門員
（ケアマネージャー）が、相互に連絡を取り合い、
知識の向上や、より良い介護サービス計画の作成
を目的に、連絡会を設立しています。
入会は随時受け付けていますので、ご希望の方
は介護支援課へ問い合わせを。
なお、３回目の連絡会を４月19日�午後２時か
らケアセンターで開き、給付管理や各介護保険事
業所のサービス内容についての情報交換などを行
う予定です。

よりよいサービスを
提供していくために

問い合わせ
介護支援課�50－6109
（国民健康保険については国保年金課�50－6077へ）

中島皮膚科医院

天 谷 医 院

寺 田 医 院

山崎凌雲堂医院

椎 名 医 院

藤澤内科クリニック

鈴 木 病 院

平 和 台 診 療 所

南流山レディースクリニック

流 山 総 合 病 院

佐 藤 医 院

赤沼外科内科医院

川 西 医 院

本 多 医 院

小金原クリニック

深 瀬 外 科 医 院

東 葛 病 院

川崎レディースクリニック

高桜内科胃腸科

横 田 医 院

東 医 院

まちや外科内科

鈴 木 産 婦 人 科

遠 藤 医 院

日 下 医 院



（３） 平成12年４月１日（土曜日） 第９６７号

き
ょ
う
一
日
付
け
で
、
市
職
員

の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
課

長
職
以
上
の
異
動
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。（

）
は
前
職
。

【
八
級
、
部
長
相
当
職
】
▽
土

木
部
長
（
議
会
事
務
局
長
）
土
橋

義
則
▽
水
道
局
長
兼
庶
務
課
長

（
土
木
部
長
）
恩
田
紘
志
▽
議
会
事

務
局
長
（
総
務
部
次
長
兼
総
務
課

長
）
長
塚
憲
司
▽
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
長
（
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
長
・
課
長
相
当
職
）
柳
澤

要
三
▽
監
査
委
員
事
務
局
長
（
農

業
委
員
会
事
務
局
長
）
山
中
久
夫

▽
生
涯
学
習
部
長
（
監
査
委
員
事

務
局
長
）
染
谷
功
▽
消
防
長
兼
消

防
監
（
消
防
長
心
得
兼
消
防
司
令

長
）
田
村
清

【
七
級
、
次
長
・
技
監
・
課
長

相
当
職
】
▽
企
画
部
技
監
兼
工
事

検
査
室
長
（
都
市
計
画
部
技
監
兼

都
市
計
画
課
長
）
染
谷
恭
廣
▽
総

務
部
次
長
兼
総
務
課
長
（
財
政
部

次
長
兼
財
政
課
長
）
飯
田
信
義
▽

総
務
部
次
長
兼
人
事
課
長
（
人
事

課
長
）
鶴
田
栄
▽
財
政
部
次
長
兼

税
制
課
長
（
税
制
課
長
）
松
川
修

▽
財
政
課
長
（
道
路
管
理
課
長
）

荒
井
秀
男
▽
市
民
生
活
部
次
長
兼

市
民
課
長
（
経
済
環
境
部
次
長
兼

商
工
課
長
）
加
藤
忠
▽
国
保
年
金

課
長
（
環
境
保
全
課
長
補
佐
）
豊

島
幸
夫
▽
生
活
安
全
課
長
（
国
保

年
金
課
長
）
鈴
木
利
雄
▽
社
会
福

祉
課
長
（
社
会
福
祉
課
参
事
兼
社

会
福
祉
協
議
会
）
大
西
佳
一
▽
経

済
環
境
部
次
長
兼
清
掃
事
務
所
長

（
水
道
局
次
長
兼
庶
務
課
長
）
小
野

正
晴
▽
商
工
課
長
（
青
少
年
課
長
）

福
田
良
恵
▽
都
市
計
画
部
次
長

（
企
画
部
技
監
兼
工
事
検
査
室
長
）

金
子
賢
司
▽
都
市
計
画
課
長
（
企

画
調
整
課
長
補
佐
）
石
井
泰
一
▽

公
園
緑
地
課
長
（
教
育
総
務
課
長
）

須
崎
孝
之
▽
土
木
部
次
長
兼
道
路

課
長
（
土
木
部
次
長
兼
下
水
道
建

設
課
長
）
秋
葉
和
宏
▽
道
路
管
理

課
長
（
清
掃
事
務
所
長
）
豊
島
純

一
▽
河
川
課
長
（
公
園
緑
地
課
長
）

杉
岡
實
雄
▽
下
水
道
業
務
課
長

（
総
務
課
長
補
佐
）
鈴
木
啓
泰
▽
下

水
道
建
設
課
長
（
河
川
課
長
）
鈴

木
亥
祐
▽
会
計
課
長
（
下
水
道
業

務
課
長
）
高
木
義
男
▽
農
業
委
員

会
事
務
局
長
（
土
木
部
次
長
兼
道

路
課
長
）
小
名
木
興
一
▽
学
校
教

育
部
次
長
兼
教
育
総
務
課
長
（
生

涯
学
習
部
次
長
兼
公
民
館
長
）
菊

池
一
幸
▽
生
涯
学
習
部
次
長
兼
公

民
館
長
（
会
計
課
長
）
飯
田
修
巳

▽
生
涯
学
習
部
次
長
兼
社
会
教
育

課
長
（
社
会
教
育
課
長
）
今
関
博

▽
青
少
年
課
長
（
社
会
福
祉
課
長

補
佐
）
須
賀
博
宣
▽
社
会
体
育
課

長(

社
会
福
祉
課
長)

眞
田
朝
光
▽
北

分
署
長
兼
消
防
司
令
長
（
東
分
署

長
兼
消
防
司
令
長
）
張
ヶ
谷
利
雄

▽
東
分
署
長
兼
消
防
司
令
長(

南
分

署
長
兼
消
防
司
令)

飯
塚
貞
夫
▽
南

分
署
長
兼
消
防
司
令
長
（
予
防
消

防
課
長
補
佐
兼
消
防
司
令
）
石
塚

正
夫【

退
職
】
▽
佐
藤
和
夫
（
生
涯

学
習
部
長
）
▽
関
根
勇
（
財
政
部

次
長
）
▽
笹
沼
利
夫
（
市
民
生
活

部
次
長
兼
生
活
安
全
課
長
）
▽
布

留
川
良
平
（
都
市
計
画
部
次
長
兼

宅
地
課
長
）
▽
出
口
正
明
（
都
市

整
備
部
次
長
）
▽
柳
澤
清
彦
（
税

制
課
参
事
）
▽
柳
澤
清
久
（
市
民

課
長
）
▽
矢
口
盡
（
社
会
体
育
課

長
）
▽
与
倉
良
夫
（
北
分
署
長
）

県
教
育
委
員
会
は
、
同
日
付
け

で
教
職
員
の
人
事
異
動
を
発
表
し

ま
し
た
。
市
内
小
・
中
学
校
の
校

長
職
の
異
動
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。（

）
は
前
職
。

【
配
置
換
え
】
▽
西
初
石
小
学

校
長
（
向
小
金
小
学
校
長
）
江
住

芳
子
▽
流
山
北
小
学
校
長
（
鰭
ケ

崎
小
学
校
長
）
空
隆
人
▽
東
深
井

中
学
校
長
（
八
木
中
学
校
長
）
野

口
浩
樹
▽
八
木
中
学
校
長
（
東
深

井
中
学
校
長
）
森
收
▽
鰭
ケ
崎
小

学
校
長
（
松
戸
市
立
根
木
内
東
小

学
校
長
）
清
水
正
二
郎
▽
向
小
金

小
学
校
長
（
下
総
町
立
小
御
門
小

学
校
長
）
宇
佐
見
修
司
▽
西
深
井

小
学
校
長
（
松
戸
市
立
金
ケ
作
小

学
校
長
）
福
士
賢
一
▽
西
初
石
中

学
校
長
（
野
田
市
立
北
部
中
学
校

長
）

際
正
義
▽
松
戸
市
立
貝
の

花
小
学
校
長
（
西
初
石
小
学
校
長
）

長
岡
幹
男
▽
柏
市
立
田
中
北
小
学

校
長
（
流
山
北
小
学
校
長
）
土
屋

正
博
▽
松
戸
市
立
幸
谷
小
学
校
長

（
西
初
石
中
学
校
長
）
鈴
木
正
紘
▽

東
葛
飾
地
方
教
育
セ
ン
タ
ー
副
所

長
（
西
深
井
小
学
校
長
）
関
下
裕

文

県
警
察
本
部
は
、
二
月
二
十
八

日
付
け
で
人
事
異
動
を
発
令
し
、

県
教
育
委
員
会
も

人
事
異
動
を
発
表

流
山
警
察
署
長
に

稲
田
警
視
が
着
任

画・大内遼一さん（松ケ丘在住）

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

市
職
員
の
人
事
異
動

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 

市 民 相 談  市 民 相 談 室  

市 民 相 談 室  

消 費 生 活 センター  

家 庭 児 童 相 談 室  

障 害 者 支 援 課  

ケ ア セ ン タ ー  

ケ ア セ ン タ ー  

向 小 金 福 祉 会 館  

江 戸 川 台 福祉会館  

つ ば さ 学 園  

教 育 研 究 室  

平和台保育所�58-1435／江戸川台保育所 
�52-0648／向小金保育所�74-8853

初 石 公 民 館  
南 流 山 セ ン タ ー  

勤 労 者 総 合 福 祉  
セ ン タ ー  

青少年指導センター 

法 律 相 談  

合 同 相 談  

不 動 産 相 談  

登 記 相 談  

市 政 相 談  

消費生活苦情相談 

子供悩みごと相談 

福祉住宅改善相談 

子 育 て 電 話 相 談  

心 配 ご と 相 談  

教 育 相 談  

青 少 年 相 談  

発 達 相 談  

酒 害 相 談  

悩 み ご と 相 談  
（ 人 権 ・ 行 政 ）  

高 年 齢 者 職 業 ・  
パ ー ト 相 談  

幼 児 こ と ば の  
相 談 室  

10：00～15：00

13：00～16：00

９：00～17：00

毎週火曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週火～金曜 

10：00～15：00毎週水曜 

９：00～16：30毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

13：00～16：00毎月第２日曜 

18：00～21：00毎月第４金曜 

９：30～16：30毎週月～金曜 

９：00～11：30毎週土曜 

10：00～16：00

毎週月～金曜 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

同相談室 
�58-1616

同センター 
�58-0999

�50-6081

同相談室 
�58-4144

同センター相談室 
�55-5885

同センター相談室 
�58-7830

同学園 

年 金 相 談  

�54-4822

�50-6081

�50-6079

�50-6110

社会福祉協議会 

指導課 

障害者支援課 

国保年金課 

社会福祉課 

�59-4735

�50-6105

障害者支援課 

交 通 事 故 相 談  

毎週火・木曜　　 
※要電話予約 

※要電話予約 

税 務 相 談  

今月は開催しません 

今月は開催しません 

13：00～17：00毎月第１水曜 
※要電話予約 

13：00～16：00毎月第２水曜 
※要電話予約 

外 国 人 相 談  13：00～16：00毎月第４水曜 〃 
※予約は1週間前までに 

子育て支援センターゆうゆう�44-7926育 児 相 談  9：30～16：30毎週月～金曜 

８：30～17：00毎週月～金曜 

北 部 公 民 館  
10：00～15：00

※要電話予約 

４月14日 

10：00～15：00毎月第３水曜 

29日を除く 
毎週土・日曜 

※要電話予約 

ポリオ（乳幼児）の予防接種

乳幼児医療扶助の窓口について

内　　容 期日・受付時間 場　　　所 備　　　考 

ハローベイビー 保健センター  

保健センター  
南流山センター 

妊娠5～8か月の妊婦対象。母子健康手帳、歯ブ
ラシ、タオル、筆記用具を持参 
※14日からの参加者は7日までに申し込みを 

も ぐもぐ教室  20日　10：15～10：30
4～5か月児対象。母子健康手帳、器とスプ
ーンを持参※3日前までに申し込みを 

３ か 月 児  
健 康 診 査  

カ ム カ ム  

18日・19日 
12：45～13：45 保健センター  平成11年12月生まれの乳児対象 

1 歳 6 か 月 児  
健 康 診 査  

11日・12日 
12：45～13：45 保健センター  

4日・5日　12：45～13：45 保健センター  

乳幼児健康相談 

3歳児健康診査 

26日　13：00～14：00 保健センター  

平成10年９月生まれの幼児対象 

平成９年１月生まれの幼児対象 
発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

26日　13：00～14：00

13日　９：30～10：30

保健センター  発達などに心配のある乳幼児対象。母子健康手帳を持参※要予約 

育 児 相 談  

発 達 相 談  

28日　９：45～11：00 南流山福祉会館 １歳以下の乳児対象。育児・健康相談。母子健康手帳を持参。 すくすく健康相談 

0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参 

むし歯予防教室 
3日・10日・27日 
※時間は申し込み者
に個人通知 

25日※時間は申し込
み者に個人通知 

保健センター  
2歳2か月児対象（27日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6か月児健康診査時に申し込みを 

食 事 相 談  保健センター  生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり。12日までに申し込みを 

成人健康相談  
年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相談、
軽体操など。健康手帳・検診記録カードを持って
いる方は持参 

リハビリ教室  

月曜コース 

5日・12日・19日・26日 

3日・10日・17日・24日 
10：30～ 

水曜コース 

10：30～ 

保 健センター  

保健センター  

脳血管障害の後遺症などで、医療機関での訓
練を終了し、なお日常生活に障害を残している
方対象。日常生活動作訓練、言語訓練、体操など。
必ず問い合わせを※バス送迎あり 

療 育 相 談  27日　13：00～14：00 柏 保 健 所  整形外科的な心配のある子ども対象。母子健康手帳を持参 

発 達 相 談  27日　13：00～14：00 柏 保 健 所  
首が座らない、歩かないなど発達の遅れが心配
な0～2歳児対象。母子健康手帳を持参※要予
約 

心の健康相談  7日・14日・21日・28日 14：00～16：00
柏 保 健 所  精神病や精神神経症など、心の病で悩んでいる方対象。医師による相談は要予約 

保健センター  

南流山福祉会館 
東 部 公 民 館  

南流山福祉会館 
東 部 公 民 館  
保健センター  

保健センター  
9～12か月児対象。子どもの歯と食生活について。母子健康
手帳、歯ブラシ、おしぼりを持参※定員15組（先着順） 

7日・14日・21日・28日 
12：30～12：50
※14日は９：45～10：00

キ ッ ズ  

 

13日　９：30～11：30
21日 13：30～15：0010：00～11：30

13：30～15：0010：00～11：3025日 

28日　9：45～10：00 南流山福祉会館 

相談あんない

保健あんない〈 〉保健センター
�54－0331

〈 〉柏 保 健 所
�67－1255

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届
かない場合は保健センターへ問い合わせを

休 日 の
救急医療

▽受付時間は、
9時～11時30分、13
時～16時30分（歯
科は11時30分ま
で）＝休日診療所
�55－3456
▽夜間は、市内

の医療機関が当番
制で診療。当番医
はあらかじめ市消
防本部�58－0119
で確認を

４月３日から、保健センターのほか、市役所児童家庭課お
よび各出張所でも乳幼児医療扶助の用紙の交付や申請の取り
次ぎをすることができるようになります。ただし、申請内容
によっては、保健センター以外では、取り扱いができない場
合もあります。
□問保健センター�54－０３３１

▽対象＝生後３か月～７歳半未満児▽申し込み＝母子健康
手帳、予診票（会場にも用意）を持参し、直接会場へ※内臓
に疾患がある場合には接種を受けられないこともあります。
事前に確認を
□問保健センター�54－０３３１

会　　場
保健センター
文 化 会 館
南流山センター
東 部 公 民 館

期　　　日
3日�、6日�、10日�
7日�
5日�、11日�
4日�

受付時間
13時15分～

14時15分
（接種開始は
13時30分～）

第
九
代
流
山
警
察
署
長
に
稲
田
友

義
警
視
（
前
職：

県
警
交
通
安
全

教
育
課
長
）
が
、
着
任
さ
れ
ま
し

た
。

平成５年４月１日号から平成10年３月15日号までの

５年分の広報ながれやまが収録された「広報ながれや

ま縮刷版第６巻」を刊行しました。

「縮刷版」は、市役所情報公開コーナーのほか、図

書館で見ることができます。

また、希望者には秘書広報課窓

口で有料で頒布も行います。

▽規格＝Ａ４判７９０ページ▽

収録期間＝平成５年４月１日号

（No.799）～平成10年３月15日号

（No.918）▽頒布価格＝13,000円

（税込）

□問秘書広報課�50－６０６３

広報ながれやま
縮刷版第６巻 を刊行



平成12年４月１日（土曜日） （４）

施設の建設・稼動に伴う

メント調査の
ら
ら、ごみ処理施設建設中や稼働し始めてからの環境に
測・評価を行うことをいいます。

常
磐
新
線
沿
線
整
備
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
新
市
街
地
地
区
一

体
型
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
」

（
都
市
基
盤
整
備
公
団
施
行
）
の

施
行
規
程
お
よ
び
事
業
計
画
が
、

三
月
十
三
日
付
け
で
建
設
大
臣

か
ら
認
可
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、

次
の
手
続
き
を
開
始
し
ま
し
た
。

①
基
準
地
積
更
正
の
申
請

（
認
可
後
六
十
日
以
内
）
②
共
同

住
宅
区
・
集
合
農
地
区
へ
の
換

地
申
し
出
（
認
可
後
六
十
日
以

内
）
③
権
利
（
借
地
権
等
）
の

申
告
④
共
有
者
（
所
有
権
お
よ

平
成
十
二
年
度
の
固
定
資
産

課
税
台
帳
（
土
地
・
家
屋
・
償

却
資
産
）
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間
は
四
月
三
日
�
か
ら

二
十
四
日
�
ま
で
。
こ
の
縦
覧

は
、
固
定
資
産
税
の
算
定
基
礎

と
な
る
こ
と
し
一
月
一
日
現
在

の
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の

評
価
額
な
ど
を
課
税
前
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
行
う
も
の

で
す
。
特
に
、
昨
年
中
に
土
地

の
売
買
や
相
続
、
贈
与
な
ど
の

所
有
権
移
転
や
新
築
・
増
築
ま

た
は
取
り
壊
し
て
い
る
場
合
は
、

課
税
の
基
礎
を
知
る
う
え
で
も

重
要
で
す
。

び
借
地
権
）
の
代
表
者
選
任
通

知
⑤
土
地
区
画
整
理
法
第
七
十

六
条
に
よ
る
建
築
行
為
等
の
制

限
―――
。
今
後
、
事
業
地
区
内

で
建
築
な
ど
を
行
う
場
合
に
は
、

土
地
区
画
整
理
法
上
の
制
限
が

加
わ
り
ま
す
の
で
許
可
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
れ
ま

で
受
け
て
い
た
大
都
市
法
第
七

条
の
許
可
は
必
要
な
く
な
り
ま

す
。□問

都
市
基
盤
整
備
公
団
千
葉

常
磐
開
発
事
務
所
�
24
―

８
９

１
１

新
市
街
地
地
区
で
手
続
き
開
始

常
磐
新
線
の
沿
線
整
備

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧

な
お
、
縦
覧
で
き
る
方
は
、

固
定
資
産
の
所
有
者
や
納
税
管

理
人
の
ほ
か
、
所
有
者
か
ら
委

任
さ
れ
た
方
が
対
象
で
す
。
そ

の
際
、
印
か
ん
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

今
回
は
、
三
年
に
一
度
の
評

価
替
え
の
年
度
で
す
の
で
、
所

有
物
件
や
課
税
状
況
の
確
認
を
。

▽
縦
覧
期
間
＝
４
月
３
日
�

〜
24
日
�
（
土
・
日
曜
を
除
く
）

▽
時
間
＝
８
時
30
分
〜
17
時
20

分
▽
縦
覧
場
所
＝
市
役
所
資
産

税
課□問

資
産
税
課
�
50
―

６
０
７

４

今
回
は
３
年
ぶ
り
の
評
価
替
え

所
有
者
は
確
認
を

平
日
と
同
様
に
家
庭
ご
み
集
積

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
今
月
10
日
か
ら
一
部
で
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
回
収
も
】

今
月
十
日
か
ら
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
市
内
十
五
店
舗
＝
左

みの祝日収集
から開始

測・評価のまとめ

ガスによる影響を予測・評価するため、土壌中の

など）の現況を調査しました。調査は、ダイオキ

建設予定地周辺の農用地（水田）２地点および

壌中の汚染項目25種類を建設予定地とその周辺４

踏まえて予測を行った結果、ダイオキシン類およ

んどありません。

稼働騒音や建設工事中の建設作業騒音および影響

音の現況を調査しました。調査は、建設予定地お

した。現況調査を踏まえて、施設稼働時のごみ処

建設作業騒音の影響について予測を行った結果、

せん。

関連車両や建設工事中の工事用車両による道路交

ため、道路交通騒音の現況を調査しました。調査

の８地点で行いました。現況調査を踏まえて、施

両や建設工事中の工事用車両の道路交通騒音の影

環境への影響はほとんどありません。

の影響を予測・評価するため、低周波空気振動の

建設予定地周辺４地点、現有焼却施設（清美園）

した。現況調査を踏まえて、類似事例をもとに予

ほとんどありません。

稼働振動や建設工事中の建設作業振動の影響を予

現況を調査しました。調査は、建設予定地および

現況調査を踏まえて、施設稼働時のごみ処理施

振動の影響について予測を行った結果、環境への

連車両や建設工事中の工事用車両の道路交通振動

道路交通振動の現況を調査しました。調査は、収

点で行いました。現況調査を踏まえて、施設稼働

設工事中の工事用車両の道路交通振動の影響につ

影響はほとんどありません。

予測・評価のまとめ

施設稼働時のごみ処理施設からの悪臭の影響を予測・評価するため、悪臭物質

濃度などの現況を調査しました。調査は、建設予定地周辺６地点、現有焼却施設

（清美園）２地点および類似施設２地点の計10地点で行いました。現況調査を踏

まえて、類似事例をもとに予測を行った結果、類似施設と同等又はそれ以上の悪

臭防止対策を施すことによって、環境への影響はほとんどありません。

ごみ処理施設の建設による景観の変化を予測・評価するため、四季ごとに写真

撮影により、景観の現況を調査しました。調査は、建設予定地周辺約５㎞の範囲

内の38地点で行いました。現況調査を踏まえて予測を行った結果、本事業により

建設される施設は、周辺に植栽等を行うことにより、工場棟の規模から感じられ

る威圧感を和らげ、また、そのデザインと色調を配慮することにより、近代的で

清潔な印象を与え、周辺環境と調和するものと考えられます。

施設稼働時のごみ処理施設関連車両や建設工事中の工事用車両の影響を予測す

るため、自動車や歩行者の交通量の現況を調査しました。調査は、収集車等の予

定通行道路の交差点８地点で行いました。現況調査を踏まえて、施設稼働時のご

み処理施設関連車両や建設中の工事用車両の影響について予測を行った結果、新

たな交通渋滞を引き起こすことはありません。

悪　　臭

景
　
　
観

交
通
量

電波障害

日
照
阻
害

地盤沈下

ごみ処理施設の建設による電波障害の範囲を予測・評価するため、障害が予想

される範囲のテレビ電波の状況とテレビ受信状況を調査しました。

調査地点は、建設予定地周辺のテレビの受信障害の予想される範囲を含めて

100地点で行いました。

現況調査を踏まえて予測を行った結果、本事業により、一部の地域で電波障害

が予測されますが、テレビ共同受信施設の設置や、受信アンテナの改善などの対

策を行います。

ごみ処理施設の建物や煙突等による日照阻害を予測・評価するため、建設予定

地周辺の地形などの現況を実際に目で見て調査しました。調査は、ごみ処理施設

の建設により、日照阻害を及ぼすと考えられる範囲で行いました。現況調査を踏

まえて予測を行った結果、建設予定地周辺には民家等が少なく、建物による日常

生活への影響はありません。また、煙突による日影も、幅が狭く影の移動が速い

ため、影響はほとんどありません。したがって、建設予定地周辺における農作物

に対する影響も、ほとんどないものと予測されます。

建設工事に伴う地盤沈下の影響を予測・評価するため、地盤高の状況や建設予

定地の水位などを調査しました。調査は、水位は建設予定地内１地点、地盤は建

設予定地周辺12地点で行いました。あらかじめ、造成により建設予定地の地盤を

沈下させ、地盤の安定を図ることにより、施設稼働時の地盤沈下発生の対策とし

ています。また、施設稼働時には、ごみ処理施設において、地下水の利用は計画

されていません。現況調査を踏まえて予測を行った結果、周辺地域への影響はほ

とんどありません。

生
　
　
物

ごみ処理施設の建設による植物・動物の変化の程度を予測・評価するため、注

目種の分布状況などを調査しました。調査は、建設予定地とその周辺200ｍ程度

で行いました。建設予定地の植生は、現状ですでに人為的環境にあり、植生自然

度の高い地域は含まれないため、建設工事による植生に対する影響は、ほとんど

ありません。また、建設予定地内で確認された注目すべき植物種（ウスゲチョウ

ジタデ）については、周辺地域に広く分布すると考えられたことから、影響は、

ほとんどありません。一方、建設予定地および周辺地域において確認された注目

すべき動物種について、一部採餌域の減少などが予測されましたが、いずれの種

に対しても生息環境を著しく悪化させることはありません。なお、本事業計画で

は、建設予定地内の調整池を利用した浅い池を形成します。特定の生物を対象に

したものではありませんが、本事業の実施による湿性の植生の消失に対する代償

措置です。今後、計画の進行に伴い、生物の生息に対し適切に配慮することで、

今回確認された注目種のいくつかの種についても利用が考えられます。

項　　目

問い合わせ
リサイクル推進課

�50－6084



（５） 第９６７号

新しい一般廃棄物処理施

環境アセスメ
最終報告から
環境アセスメントとは？
公害の防止と自然環境の保全という２つの観点から

及ぼす影響について、建設工事に先立って調査・予測

○総合評価
一般廃棄物処理施設の建設・稼働に伴い、本事業が計画している環境保全対策を行うことを踏

まえて、本事業の実施による環境への影響については、施設稼働時および建設工事中に関しての
予測を行った結果、いずれの項目についても、環境に対する影響はほとんどありません。
今後、「監視委員会」（仮称）を市で設置し、施工時および稼働時において設定された環境保全
対策の監視とそれに伴う提言を受け、施設周辺地域に対し、予測した環境水準の維持に努めてい
きます。また将来、規制の強化および新たな環境への影響要因が明らかになった場合、「監視委
員会」（仮称）の意見をはじめ、関係機関の指導を受けながら、問題に対処するなど環境保全に
努めていきます。

今
ま
で
、
家
庭
ご
み
の
収
集

日
が
祝
日
の
場
合
は
収
集
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
月
か

ら
収
集
日
が
祝
日
の
場
合
で
も

収
集
し
ま
す
。
ご
み
を
出
す
時

間
は
午
前
八
時
三
十
分
ま
で
。

表
＝
の
協
力
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
回
収
も
行
い
ま
す
。

店
頭
に
設
置
し
た
回
収
ボ
ッ

ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
持

ち
込
む
際
は
、
キ
ャ
ッ
プ
を
外

し
て
、
中
を
水
で
軽
く
す
す
ぎ
、

容
器
を
つ
ぶ
し
て
か
ら
出
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
清
掃
事
務
所
�
54
―

５
５

０
１

家庭ごみ
今月か

ペットボトル回収協力店（順不同）

イトーヨーカ堂　流山店

コープのだ生活協同組合　流山店

マツモトキヨシ　南流山店

ヨークマート　平和台店

マルエツ　みやぞの店

マックスＭ　江戸川台店

主婦の店いずみ　江戸川台店

京北スーパー　江戸川台店

ヨークマート　江戸川台店

マルエツ　江戸川台店

マルエツ　初石店

東武ストア　初石店

豊四季ショッピングセンター酒蔵

マルエツ　野々下店

専門店プラザＰＴＡ流山

平
成
十
二
年
度
分
の
国
民
年

金
保
険
料
の
納
入
通
知
書
を
、

き
ょ
う
一
日
、
加
入
者
あ
て
に

発
送
し
ま
す
。
保
険
料
は
、
定

額
保
険
料
が
月
額
一
万
三
千
三

百
円
、
付
加
込
み
保
険
料
が
一

万
三
千
七
百
円
で
す
。
今
月
中

に
六
か
月
分
ま
た
は
一
年
分
を

ま
と
め
て
納
め
る
と
保
険
料
が

割
り
引
き
に
な
る
『
前
納
制
度
』

は
、
大
変
お
得
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
入
通
知
書
に
同
封

の
口
座
振
替
依
頼
書
を
金
融
機

関
に
提
出
す
る
と
、
二
か
月
後

か
ら
口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま

す
。
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困

難
な
方
は
、「
免
除
制
度
」
が
利

用
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
申
請

す
る
際
は
年
金
手
帳
・
印
か
ん

（
学
生
は
学
生
証
）
を
持
参
し
、

国
保
年
金
課
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
十
一
年
度
の
保

険
料
を
、
ま
だ
納
め
て
い
な
い

方
は
、
今
月
二
十
八
日
ま
で
に

必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

□問
国
保
年
金
課
�
50
―

６
１

１
０

国
民
年
金
の
納
入
通
知
書
を

き
ょ
う
１
日
に
発
送

受付期間
4／１～4／15

県 営 住 宅
入居者募集中

詳しくは問い合わせを

問い合わせ先
�県都市公社
�043－222－９１８２
または市役所都市計画課
�50－６０８７

で、その概要をお知らせします。
この環境アセスメント調査は、調査が適正に行

われるように市民および学識経験者などからなる
「新一般廃棄物処理施設環境アセスメント委員会」
を設置し、調査項目や予測・評価についてご意見・
ご提言などをいただいてきました。
今回の環境アセスメント調査の報告書は、図書

館・市役所情報公開コーナーでもご覧になれます。

下花輪地先に建設を予定している新しい一般廃
棄物処理施設の建設・稼働などによる周辺環境へ
の影響を調査・予測・評価するため、市では、平
成9年12月から1年6か月かけて、環境アセスメン
トの現況調査（環境影響評価）を行い、これまで
その中間報告を3回にわたって「広報ながれやま」
でお知らせしてきました。
この現況調査をもとに予測・評価を行い、この

度、これらを取りまとめた報告書ができましたの

予測・評価のまとめ

新しいごみ焼却施設などの建設に伴う工事中の建設機械および施設稼働時にお

ける煙突からの排出ガスの影響を予測・評価するため、環境大気中の二酸化硫黄

などやダイオキシン類の現況を調査しました。調査は、二酸化硫黄など建設予定

地隣地で１年間にわたり、周辺４地点で年４回（春・夏・秋・冬）行いました。

また、ダイオキシン類は、市内全域15か所で、夏と冬の年２回の調査を行いまし

た。現況調査を踏まえて、施設稼働時のごみ焼却施設排出ガスの影響について予

測を行った結果、ダイオキシン類を含め、環境への影響はほとんどありません。

また、北千葉浄水場およびその周辺の環境への影響もほとんどありません。建設

工事中の建設機械排出ガスの影響について予測を行った結果についても同様に、

環境への影響はほとんどありません。

ごみ処理施設関連車両や建設工事における工事用車両の影響を予測・評価する

ため、沿道大気中の一酸化炭素や二酸化窒素などの現況を調査しました。調査は、

収集車両等の主な通行ルートの４地点で年４回（春・夏・秋・冬）行いました。

現況調査を踏まえて、施設稼働時のごみ処理施設関連車両の排出ガスや建設工事

中の工事用車両の排出ガスの影響について予測を行った結果、環境への影響はほ

とんどありません。

造成工事等に伴い、露出した地表面から降雨などにより濁水の発生が考えられ

ることから、建設予定地から濁水が流出する可能性のある河川について、浮遊物

質量等の現況を調査しました。調査は、建設予定地西側に近接する農業用水路３

地点および今上落（いまがみおとし）で行いました。現況調査を踏まえて予測を

行った結果、濁水発生時においては、仮設排水路を用いて十分な容量を持つ仮設

沈殿池に濁水を導水し、上澄水のみを放流する等の対策を講じることにより、環

境への影響はほとんどありません。

大
　
　
　
気
　
　
　
質

環境大気

沿道大気

水
　
　
質

施設稼働時の煙突からの排出ガスによる影響を予測・評価するため、井戸水、

地下水・湧水、河川、農業用水中のダイオキシン類等の現況を調査しました。調

査は、地下水・湧水は流山市全域に配した11地点、井戸水は建設予定地周辺の10

地点で行いました。現況調査を踏まえて予測を行った結果、ばい煙から土壌に沈

着するダイオキシン類の量は極めて少ないこと、また、ダイオキシン類が非常に

水に溶けにくい物質であるため、土壌から地下水への移動はほとんどないと思わ

れること、さらに、建設予定地周辺の地質構造から、現在、利用されている帯水

層と地表との間に水を通さない不透水層が存在し、地表面上に蓄積されたダイオ

キシン類の移動する確率が非常に小さいと思われることなどから、環境への影響

はほとんどありません。

地下水質

項　　目 予測

施設稼働時の煙突からの排出ガ

ダイオキシン類や重金属類（鉛な

シン類が流山市内全域の13地点、

収穫した米について、また、土壌

地点で行いました。現況調査を踏

び重金属類の環境への影響はほと

施設稼働時のごみ処理施設の稼

を予測・評価するため、環境騒音

よびその周辺の８地点で行いまし

理施設騒音および建設工事中の建

環境への影響はほとんどありませ

施設稼働時のごみ処理施設の関

通振動の影響を予測・評価するた

は、収集車などの予定通行道路の

設稼働時のごみ処理施設関連車両

響について予測を行った結果、環

騒
　
　
　
音

低周波空気振動

振
　
　
動

土
　
　
壌

環境騒音

道路交通騒音

施設稼働時の低周波空気振動の

現況を調査しました。調査は、建

周辺４地点の計８地点で行いまし

測を行った結果、環境への影響は

施設稼働時のごみ処理施設の稼

測・評価するため、環境振動の現

その周辺の８地点で行いました。

設振動や建設工事中の建設作業振

影響はほとんどありません。

環境振動

施設稼働時のごみ処理施設関連

の影響を予測・評価するため、道

集車などの予定通行道路の８地点

時のごみ処理施設関連車両や建設

いて予測を行った結果、環境への

道路交通振動

項　　目
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そ
の
他

大
会
・
試
合

児童館・センター
開催時間や申し込み方法など

の詳細は、各児童館・児童センタ

ーへお問い合わせください

今月の催し物

駒 木 台 児 童 館
�54－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

４／22�
江戸川台児童センター
�54－３０２６

向小金児童センター
�73－９３２０

思井児童センター
�59－５６６６

十太夫児童センター
�54－５２５４

野々下児童センター
�45－９５００

赤城児童センター
�58－４５４５

母の日プレゼント作り

４／15� ドッジボール大会

４／15� マンカラ大会

４／３� マンカラ大会

４／22� ドッジボール大会

o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o

【
市
文
化
協
会
俳
句
部
作
品
展
（
３
日
�
〜
28
日
�
）】

市
文
化
協
会
俳
句
部
の
会
員
が
詠
ん
だ
俳
句
四
十
点
を
短
冊

で
展
示
し
ま
す
。

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０
６

市民ギャラリー 
今月の展示 今月の展示 

資
格
・
求
人

講
座
・
講
演

縦
　
　
覧

４／15�
４／22�

ドッジボール大会

４／６� マンカラ大会

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
（
手
話
）

講
座口

や
耳
の
不
自
由
な
方
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る

「
手
話
」。

あ
な
た
も
、
手
話
技
術
を
身
に

つ
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

上
級
コ
ー
ス
終
了
後
は
、
手
話

通
訳
奉
仕
員
に
登
録
し
て
活
動
し

て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
初
・
中
級
コ
ー
ス
】

▽
日
程
＝
４
月
14
日
〜
平
成
13

年
３
月
16
日
の
金
曜
（
全
40
回
）

▽
時
間
＝
19
時
〜
21
時
▽
場
所
＝

初
石
公
民
館
▽
対
象
＝
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者
で
手
話
を
初

め
て
習
う
方
▽
定
員
＝
30
人
（
多

数
抽
選
）
▽
内
容
＝
講
演
と
実
技

▽
受
講
料
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

４
月
７
日
�
19
時
か
ら
初
石
公
民

館
で
行
う
講
座
受
講
説
明
会
に
、

官
製
ハ
ガ
キ
１
枚
を
持
参
し
て
参

加
を
。
説
明
会
終
了
後
、
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す

【
上
級
コ
ー
ス
】

▽
日
程
＝
４
月
19
日
〜
11
月

１
日
の
水
曜
（
全
25
回
）
▽
時

間
＝
10
時
〜
12
時
▽
場
所
＝
森

の
図
書
館
▽
対
象
＝
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
手
話
経
験
１
年

以
上
で
手
話
で
日
常
会
話
が
で
き

る
方
▽
定
員
＝
20
人
（
選
考
）
▽

内
容
＝
講
演
と
実
技
▽
受
講
料
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
４
月
12
日
�

10
時
か
ら
森
の
図
書
館
で
行
う
講

座
受
講
説
明
会
に
参
加
を
。
説
明

会
終
了
後
、
面
接
を
行
い
、
受
講

者
を
決
定
し
ま
す

□問
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
55
―

３
６
３
８

★
健
康
ジ
ョ
ギ
ン
グ
講
習
会

毎
週
日
曜
日
に
市
内
五
会
場

で
、
い
つ
か
ら
で
も
参
加
で
き
る

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の

講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

あ
す
２
日
は
、「
お
花
見
ジ
ョ

ギ
ン
グ
」。
各
地
域
の
お
花
見
コ

ー
ス
を
自
分
の
ペ
ー
ス
で
回
り
ま

す
。
気
軽
に
お
近
く
の
会
場
へ
。

▽
会
場
（
時
間
）
＝
①
東
深
井

地
区
公
園
（
７
時
〜
）
②
八
木
北

小
学
校
（
７
時
〜
）
③
総
合
運
動

公
園
（
７
時
30
分
〜
）
④
南
流
山

小
学
校
（
７
時
〜
）
⑤
東
小
学
校

（
７
時
30
分
〜
）
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
主
催
＝
市
教
育
委
員
会
、
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ

ー
会□問

社
会
体
育
課
�
59
―

１
２
１

２
★
高
齢
者
の
た
め
の
健
康
・
体

力
ア
ッ
プ
講
習
会

65
歳
位
の
方
で
、
身
体
を
動
か

す
機
会
を
作
り
た
い
方
、
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

同
講
習
会
で
は
、
高
齢
者
に
体

育
指
導
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
も
行
っ
て
い
ま
す

（
年
齢
不
問
、
若
干
名
）。

【
北
部
地
区
】
▽
日
程
／
時

間
＝
４
月
15
日
〜
７
月
１
日
の
毎

週
土
曜
（
全
10
回
）
／
10
時
〜

11
時
30
分
▽
場
所
＝
森
の
図
書

館
▽
定
員
＝
40
人
（
先
着
順
）
▽

参
加
費
＝
無
料

【
東
部
地
区
】
▽
日
程
／
時

間
＝
４
月
14
日
〜
６
月
30
日
の

毎
週
金
曜
（
全
10
回
）
／
10
時

〜
11
時
30
分
▽
場
所
＝
向
小
金

福
祉
会
館
▽
定
員
＝
40
人
（
先
着

順
）
▽
参
加
費
＝
無
料

※
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
電

話
で
社
会
体
育
課
ヘ

□問
社
会
体
育
課
�
59
―

１
２
１

２
★
お
父
さ
ん
の
た
め
の
体
力
ア

ッ
プ
講
習
会

仕
事
の
疲
れ
も
、
ス
ト
レ
ッ
チ

や
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
運
動
で
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
！
お
母
さ
ん
も
ご
一
緒
に

ど
う
ぞ
。

▽
日
程
／
時
間
＝
４
月
13
日
〜

６
月
22
日
の
毎
週
木
曜
（
全
10

回
）／
19
時
〜
20
時
30
分
▽
場
所
＝

流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
定
員
＝
50
人
（
先

着
順
）
▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
社

会
体
育
課
へ

□問
社
会
体
育
課
�
59
―

１
２
１

２
書
道
講
座

▽
日
程
／
時
間
＝
４
月
13
日
〜

６
月
15
日
の
毎
週
木
曜
（
全
10

回
）
／
10
時
〜
12
時
▽
場
所
＝
流

山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
▽
対

象
／
定
員
＝
勤
労
者
と
市
民
（
学

生
、
前
回
受
講
者
を
除
く
）
／
20

人
▽
参
加
費
＝
５
０
０
円
（
教
材

費
）
▽
持
ち
物
＝
筆
、
墨
汁
、
硯

な
ど
▽
申
し
込
み
＝
４
月
６
日
�

10
時
か
ら
流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
窓
口
で
直
接
受
け
付
け

□問
流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

�
55
―

５
７
０
１

ウ
ィ
メ
ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー
�
〜
ジ

ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
で
21
世
紀
の
扉

を
開
こ
う
〜

▽
日
程
＝
５
月
18
日
�
・
25
日

�
・
31
日
�
・
６
月
７
日
�
・
16

日
�
（
公
開
講
座
）・
７
月
７
日

�
・
13
日
�
▽
場
所
＝
県
女
性
セ

ン
タ
ー
（
柏
市
）
▽
対
象
／
定

員
＝
県
内
在
住
の
方
／
各
80
人

（
公
開
講
座
は
２
０
０
人
、
多
数
抽

選
）
▽
受
講
料
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
４
月
30
日
ま
で
に
電
話
で
県

女
性
セ
ン
タ
ー
へ

□問
県
女
性
セ
ン
タ
ー
�
40
―

８

６
０
２

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
初
級

講
習
会

▽
日
程
＝
５
月
11
日
〜
７
月
13

日
の
主
に
木
曜
（
全
10
回
）
▽
時

間
＝
10
時
〜
12
時
▽
場
所
＝
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝
朗

読
に
関
心
が
あ
り
、
受
講
後
に
活

動
で
き
る
方
／
30
人（
多
数
抽
選
）

▽
受
講
料
＝
１
０
０
０
円
（
資
料

代
）
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
（
返
信
用
に
も
住
所
、
氏
名
）

を
明
記
し
、
４
月
15
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
５
７
流

山
市
平
和
台
２
―

１
―

２
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ□問

松
本
�
59
―

３
５
４
６

茶
道
講
座
（
茶
道
親
和
会
主

催
）
＝
①
文
化
会
館
（
大
日
本
茶

道
学
会
）
…
第
１
・
３
水
曜
②
初

石
公
民
館
（
表
千
家
）
…
第
１
・

３
土
曜
③
北
部
公
民
館
（
表
千
家
）

…
第
２
・
４
火
曜
④
東
部
公
民
館

（
江
戸
千
家
）
…
第
２
・
４
木
曜

⑤
南
流
山
セ
ン
タ
ー
（
裏
千
家
）

…
第
１
・
３
水
曜
。
時
間
は
い
ず

れ
も
10
時
〜
12
時
（
文
化
会
館

は
13
時
〜
15
時
）。
月
会
費
２
５

０
０
円
□問
志
見
�
52
―

３
６
１
２

謡
曲
・
仕
舞
・
詩
吟
無
料
講
座
＝

４
月
か
ら
６
月
ま
で
①
謡
曲
・
仕

舞
…
月
２
回
火
曜
13
時
〜
16
時
、

主
に
野
々
下
福
祉
会
館
②
仕
舞
・

詩
吟
…
月
３
回
月
曜
11
時
〜
16

時
、
第
１
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
。

参
加
費
無
料
□問
齋
藤
�
45
―

５
２

２
６
（
18
時
〜
）

流
山
市
春
季
囲
碁
大
会
＝
４
月

９
日
�
10
時
〜
17
時
、
文
化
会
館
。

参
加
費
１
５
０
０
円
（
昼
食
代
込

み
）
□問
工
藤
�
53
―

０
５
５
２

生
活
指
導
補
助
員
（
臨
時
職
員
）

▽
勤
務
内
容
＝
知
的
障
害
者
更

生
施
設
の
入
所
者
の
生
活
指
導
な

ど
▽
勤
務
地
＝
知
的
障
害
者
更
生

施
設
み
ど
り
園
（
我
孫
子
市
）
▽

勤
務
時
間
＝
７
時
〜
15
時
30
分
、

11
時
30
分
〜
20
時
、
16
時
30
分

〜
９
時
30
分
の
３
交
代
勤
務
（
週

40
時
間
）
▽
賃
金
＝
時
給
９
８
０

円
（
交
通
費
等
別
途
支
給
）
▽
資

格
＝
高
等
学
校
卒
業
以
上
で
20
歳

か
ら
40
歳
程
度
ま
で
の
健
康
な
方

▽
募
集
人
数
＝
２
人

□問
知
的
障
害
者
更
生
施
設
み
ど

り
園
�
87
―

０
５
１
１

危
険
物
取
扱
者
試
験

▽
試
験
日
＝
６
月
11
日
�
▽
会

場
＝
日
本
大
学
津
田
沼
校
舎
▽
申

し
込
み
＝
消
防
本
部
、
各
分
署
に

備
え
た
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
４
月
10
日
か
ら
13
日（
９
時
〜

16
時
30
分
）
に
消
防
本
部
予
防
消

防
課
へ
※
受
験
者
を
対
象
に
講
習

会
（
希
望
者
の
み
）
を
５
月
12
日

�
に
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

で
開
催
。
受
講
料
は
７
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）。
受
験
と

一
緒
に
申
し
込
み
を
。

□問
消
防
本
部
予
防
消
防
課
�
58

―

０
１
１
９

★
平
成
十
二
年
度
公
共
下
水
道

事
業
受
益
者
負
担
金
賦
課
対
象
区

域
▽
賦
課
対
象
区
域
＝
流
山
字
蔵

下
、
加
一
・
二
丁
目
、
西
平
井
字

横
枕
、
道
合
、
鰭
ケ
崎
字
谷
津
・

塚
の
腰
台
、
平
和
台
４
・
５
丁
目
、

東
深
井
字
一
ノ
台
・
東
原
・
水
辺
・

木
戸
前
、
江
戸
川
台
東
１
・
３
・
４

丁
目
、こ
う
の
す
台
、
野
々
下
３
・

５
・
６
丁
目
、
美
田
、
東
初
石
１
・

２
・
３
・
４
丁
目
、
西
初
石
３
・
４
丁

目
、
松
ケ
丘
５
・
６
丁
目
の
各
一
部

▽
縦
覧
期
間
／
時
間
＝
４
月
３
日

�
〜
４
月
17
日
�
（
土
・
日
曜
を

除
く
）
／
８
時
30
分
〜
17
時
▽
縦

覧
場
所
＝
下
水
道
業
務
課

□問
下
水
道
業
務
課
�
50
―

６
０

９
６★

都
市
計
画
公
園
事
業
の
関
係

図
書▽

内
容
＝
三
輪
野
山
４
号
公
園

の
事
業
計
画
変
更
認
可
に
つ
い
て

▽
縦
覧
場
所
＝
公
園
緑
地
課

□問
公
園
緑
地
課
�
50
―

６
０
９

２
★
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・
20

号
江
戸
川
台
青
田
線
外
１
線
の
事

業
計
画
変
更
関
係
図
書

▽
縦
覧
期
間
＝
事
業
完
了
の
日

ま
で
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

▽
縦
覧
場
所
＝
道
路
課

□問
道
路
課
�
50
―

６
０
９
４

流
山
短
歌
連
盟
創
立
15
周
年
記

念
合
同
歌
集
の
作
品
募
集
＝
作
品

は
１
人
15
首
。
申
し
込
み
は
封
書

で
４
月
30
日
（
必
着
）
ま
で
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
作
品
１

人
15
首
（
題
名
も
明
記
）
を
記
入

し
、
投
稿
料
１
５
０
０
円
（
定
額

小
為
替
）
を
同
封
の
う
え
〒
２
７

０
―

０
１
４
１
流
山
市
松
ケ
丘
４
―

５
０
５
―

90
武
田
へ
□問
武
田
�
48
―

２
８
１
０

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

遊
び
を
通
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ

い
や
、
友
達
づ
く
り
を
し
て
も
ら

お
う
と
、
各
児
童
館
・
セ
ン
タ
ー

で
は
、「
遊
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
」
と

「
幼
児
グ
ル
ー
プ
」
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

【
遊
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
】

▽
日
程
＝
４
月
〜
９
月
の
全
12

回
▽
対
象
／
定
員
＝
小
学
２
〜
３

年
生
／
各
25
人
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
内
容
＝
遊
び
を
通
し
て
友
達
づ

く
り
▽
説
明
会
・
実
施
日
＝
下
表

の
と
お
り

【
幼
児
グ
ル
ー
プ
】

▽
対
象
＝
集
団
保
育
の
機
会
が

少
な
い
２
〜
４
歳
の
幼
児
と
母
親

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
内
容
＝
七
夕

会
や
芋
堀
り
、
運
動
会
な
ど
▽
募

集
＝
４
月
12
日
�
・
13
日
�
（
10

時
〜
15
時
）
に
各
児
童
館
・
セ
ン

タ
ー
で
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
□問
各
児
童
館
・
セ
ン
タ
ー

み
ん
な
と

楽
し
く
遊
ぼ
う
！

幼
児
グ
ル
ー
プ

遊
び
っ
子
ク
ラ
ブ

遊びっ子クラブの説明会と実施日

駒木台児童館

江戸川台児童センター

思井児童センター

向小金児童センター

十太夫児童センター

野々下児童センター

赤城児童センター

児童館・センター 説明会日時 実施日（全12回）

４月20日�

４月21日�

４月20日�

４月20日�

４月18日�

４月21日�

４月28日�

い
ず
れ
も

13
時
30
分
〜

毎週木曜

毎週金曜

毎週木曜

毎週木曜

毎週火曜

毎週金曜

毎週金曜

い
ず
れ
も

15
時
30
分
〜

平成12年４月１日から、これまで県で取り扱っていた国
民年金事務は、社会保険庁（国）が直接行うことになり、
県国民年金課が「千葉社会保険事務局」として下記に移
転しました。
千葉社会保険事務局　〒２６０－８６０８

千葉市中央区弁天町２１０－３
大宗北口ビル４階

�０４３－２０７－８８４１

県国民年金課が移転しました

労災保険と雇用保険の保険料申告・納付期間は、４月１

日から５月22日までです。

最寄りの銀行や郵便局で、早めに手続きをしてくださ

い。不明な点は問い合わせを。

□問千葉労働局労働保険徴収課�０４３－２２１－４３
１７

労働保険料の申告・納付はお早めに

市
立
博
物
館
で
は
、
調
査
研
究

報
告
書
十
七
「
下
総
の
は
に
わ
」

を
刊
行
し
、
き
ょ
う
一
日
か
ら
頒

布
し
ま
す
。

流
山
市
内
を
は
じ
め
、
千
葉

県
・
埼
玉
県
・
茨
城
県
・
東
京
都

の
下
総
地
域
か
ら
出
土
し
た
埴
輪

が
収
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
市
内

の
古
墳
な
ど
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▽
規
格
＝
Ａ
４
判
・
80
ペ
ー
ジ

▽
頒
布
価
格
＝
５
２
０
円
▽
頒
布

場
所
＝
市
立
博
物
館

□問
市
立
博
物
館
�
59
―

３
４
３

４

調
査
研
究
報
告
書
17

『
下
総
の
は
に
わ
』
を
刊
行

市
内
の
古
墳
な
ど
も
紹
介



（７） 平成12年４月１日（土曜日） 第９６７号

消費生活センター 
�58-0999
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t
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※必ず住所・氏名を明記してください

年
間
に
流
山
市
へ
転
入
さ
れ
る

件
数
は
、
約
六
千
件
。
ま
た
、
転

出
さ
れ
る
件
数
は
約
五
千
九
百
件

あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
内
六
か
所
の
出
張

所
と
市
役
所
窓
口
の
受
け
付
け
件

数
で
す
。

流
山
市
の
人
口
は
、
三
月
一
日

現
在
で
十
五
万
四
百
十
七
人
。
一

世
帯
平
均
二
・
八
人
で
、
こ
の
一

年
間
で
約
千
人
ほ
ど
増
え
た
よ
う

で
す
。

他
の
市
町
村
か
ら
流
山
市
に
転

入
、
ま
た
は
流
山
市
か
ら
他
の
市

町
村
に
転
出
し
た
件
数
以
外
に
も
、

市
内
に
引
っ
越
し
す
る
「
転
居
」

で
住
所
が
変
わ
っ
た
届
け
出
が
、

二
千
件
あ
り
、
合
計
約
一
万
四
千

件
の
異
動
が
あ
り
ま
す
。

市
役
所
の
正
面
玄
関
を
入
っ
て

す
ぐ
左
側
に
、
市
民
課
の
カ
ウ
ン

タ
ー
は
あ
り
ま
す
。

三
月
、
四
月
は
転
勤
や
入
学
な

ど
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
る

方
が
一
年
を
通
し
て
最
も
多
い
時

期
。
住
所
が
変
わ
る
転
入
・
転
出

の
手
続
き
で
、
多
く
の
市
民
が
詰

め
か
け
ま
す
。
以
前
と
比
べ
、
今

で
は
住
民
登
録
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化

さ
れ
て
届
け
出
手
続
き
に
か
か
る

時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
こ
の
時
期
は
大
変
込
み

合
い
、
窓
口
の
人
手
が
足
り
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
普
段

は
戸
籍
な
ど
の
記
録
整
備
を
行
っ

て
い
る
記
録
整
備
係
も
応
援
体
制

を
と
っ
て
、
迅
速
に
対
応
し
て
い

ま
す
。
席
を
温
め
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

市
民
課
は
、
転
入
者
が
新
し
い

ま
ち
に
引
っ
越
し
て
き
て
、
最
初

に
訪
れ
る
市
の
窓
口
で
す
。
市
役

所
の
顔
の
よ
う
な
存
在
で
す
。

業
務
内
容
は
、
転
入
・
転
出
な

ど
の
住
民
異
動
の
届
け
出
を
は
じ

め
、
出
生
・
婚
姻
・
死
亡

―
な

ど
の
戸
籍
の
届
け
出
、
外
国
人
登

録
、
印
鑑
登
録
、
各
種
証
明
書
の

発
行
な
ど
。
最
近
は
、
自
動
車
な

ど
の
購
入
を
機
に
印
鑑
登
録
を
す

る
人
が
増
え
た
そ
う
で
す
が
、
そ

の
際
、
普
段
使
っ
て
い
る
認
め
印

を
登
録
し
、
印
鑑
登
録
証
明
が
終

わ
る
と
、
す
ぐ
に
抹
消
す
る
人
も

い
る
そ
う
で
す
。

大
切
な
印
鑑
登
録
で
す
。
近
頃
、

い
ろ
い
ろ
な
詐
欺
や
犯
罪
が
増
え

て
い
る
の
で
、
印
鑑
登
録
し
た
印

鑑
は
、
大
事
に
、
慎
重
に
取
り
扱

っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
平
日
に

住
民
票
を
取
り
に
来
ら
れ
な
い
方

に
は
、
電
話
に
よ
る
「
予
約
サ
ー

ビ
ス
」
も
あ
る
の
で
利
用
す
る
と

便
利
と
の
こ
と
で
す
。

□問
市
民
課
�
50
―

６
０
７
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住民票や戸籍など
市民が最も訪れる

～市民課～

四
月
十
日
か
ら
「
女
性
週
間
」

が
始
ま
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
女
性
週
間
が
、
ど
ん

な
き
っ
か
け
で
始
ま
っ
た
の
か
ご

存
じ
で
す
か
。
女
性
週
間
の
前
身

で
あ
る
「
婦
人
週
間
」
は
、
昭
和

二
十
一
年
の
衆
議
院
選
挙
で
、
初

め
て
日
本
の
女
性
が
参
政
権
を
得

た
こ
と
を
記
念
し
て
、
昭
和
二
十

四
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

以
来
、
女
性
の
地
位
向
上
を
目
的

と
し
た
啓
発
活
動
が
展
開
さ
れ
、

平
成
十
年
か
ら
「
女
性
週
間
」
に

改
称
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
に
お
け
る
男
女
の
本
質
的

平
等
は
、
戦
後
制
定
さ
れ
た
日
本

国
憲
法
の
中
で
初
め
て
盛
り
込
ま

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
法
的

に
も
男
女
差
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
不
平
等
の
解
決
に
、
大
き
く
貢

献
し
た
の
は
ア
メ
リ
カ
人
女
性
の

ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
さ

ん
で
し
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍

総
指
令
部
）
民
政
局
に
勤
め
て
い

た
彼
女
は
、
二
十
二
歳
の
若
さ
で

日
本
国
憲
法
の
草
案
づ
く
り
に
関

わ
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
幼
い

頃
、
約
十
年
日
本
で
過
ご
し
た
際

に
見
聞
き
し
た
日
本
女
性
の
お
か

れ
た
不
平
等
な
状
況
を
、
ど
う
し

て
も
解
決
し
な
け
れ
ば
…
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。
彼
女
が
女
性
や
子

ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
具
体
的
に

記
し
た
条
文
は
、
憲
法
二
十
四
条

の
基
に
な
り
ま
し
た
。

女
性
の
地
位
向
上
を
目
指
し
て

国
連
が
提
唱
し
た
「
国
際
婦
人
年
」

（
昭
和
五
十
年
）
を
機
に
、
世
界

で
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
で
も
職
場

や
学
校
、
家
庭
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場

で
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
男
だ
か
ら
…
」「
女
だ
か
ら

…
」
で
は
な
く
「
自
分
ら
し
く
…
」

の
社
会
が
も
う
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

【
ビ
デ
オ
映
画
上
映
会
】

ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
さ
ん
の
活
動

を
記
録
し
た
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

▽
日
時
＝
４
月
15
日
�
10
時
30

分
〜
11
時
45
分
▽
会
場
＝
南
流
山

セ
ン
タ
ー
▽
上
映
内
容
＝
「
私
は
、

男
女
平
等
を
憲
法
に
書
い
た
」（
72

分
）
▽
入
場
料
＝
無
料

□問
企
画
調
整
課
・
女
性
担
当
室

�
50
―
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ジェンダーフリートーク ジェンダーフリートーク 
男だから？女だから？ 

Vol.1

4月10日から女性週間

tttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttt

【
相
談
事
例
】

自
宅
に
電
話
で
、「
浄
水
器
の
無

料
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
す
。
浄
水
器

は
無
料
で
す
が
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
代

金
は
負
担
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
わ

れ
、
話
に
応
じ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
無
料
商
品
よ
り
、
高

額
商
品
の
性
能
の
良
さ
を
説
明
さ
れ
、

商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
は
ず
が
、

三
十
八
万
円
も
す
る
高
額
商
品
購
入

の
契
約
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

解
約
し
た
い
の
で
す
が
…
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

浄
水
器
の
相
談
は
、
以
前
は
夏
が

多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
通
年

に
わ
た
り
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に

数
多
く
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

寄
せ
ら
れ
た
相
談
に
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

�
相
談
事
例
の
よ
う
に
電
話
勧
誘

に
よ
る
も
の

�
自
宅
に
「
水
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
訪
れ
、「
お

礼
に
浄
水
器
を
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

と
言
っ
て
、
実
は
高
額
商
品
を
買
わ

せ
る�

水
道
局
員
を
装
い
、「
水
質
検

査
を
し
ま
す
」
と
、
コ
ッ
プ
一
杯
の

水
道
水
を
玄
関
先
に
持
っ
て
来
さ

せ
、
試
薬
で
水
が
黄
色
か
ら
緑
色
に

な
る
と
水
が
汚
れ
て
い
て
危
険
と
思

わ
せ
販
売
す
る

�
マ
ル
チ
ま
が
い
商
法
に
勧
誘
さ

せ
、「
他
人
に
販
売
す
る
に
は
、
使

用
し
て
み
な
け
れ
ば
説
明
で
き
な

い
」
と
契
約
さ
せ
て
し
ま
う

�
来
訪
し
た
業
者
が
「
お
試
し
期

間
な
の
で
自
由
に
使
用
し
て
く
だ
さ

い
」
と
言
い
な
が
ら
、
い
つ
の
間
に

か
契
約
に
な
っ
て
い
た

形
態
は
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
ど
の

場
合
も
思
っ
て
い
た
商
品
よ
り
、
高

額
商
品
の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
て
い
た

と
の
相
談
で
す
。

近
頃
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
報
道
で

も
、
悪
質
業
者
の
手
口
を
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
必
要
の
な
い
商
品
な
ら

ば
、
訪
問
販
売
の
場
合
、
契
約
日
か

ら
八
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

で
き
、無
条
件
で
解
約
が
で
き
ま
す
。

そ
の
際
は
、
書
面
に
よ
る
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
な
商
品
で
あ

る
な
ら
、
十
分
比
較
検
討
し
て
か
ら

購
入
し
ま
し
ょ
う
。

浄水器の訪問販売

原稿は直接
選者へお送
りください

俳句春
の
日
や
皆
カ
ン
バ
ス
を
海
に
向
け
　
向
　
小
　
金
　
鳥
羽
田
信
子

鶯
の
鳴
き
損
ね
た
る
口
調
か
な
　
　
　
松
　
ケ
　
丘
　
瀬
下
　
猛
男

白
梅
の
白
全
き
に
月
淡
し
　
　
　
　
　
西
　
初
　
石
　
斉
藤
登
志
子

一
寺
あ
り
一
城
趾
あ
り
山
笑
ふ
　
　
　
向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山

霜
を
置
く
村
に
帰
り
て
大
根
引
く
　
　
駒
　
木
　
台
　
那
桐
　
　
別

【
評
】
一
句
目
　
柔
ら
か
な
春
の
日
差
し
の
中
海
の
景
を
描
く
人
々

の
一
様
の
姿
を
写
生
し
た
句
。
カ
ン
バ
ス
の
向
き
が
海
と
特
定
し
た

様
子
が
絵
と
な
っ
て
い
る
。
二
句
目
　
早
春
の
鶯
ら
し
い
初
さ
が
表

現
さ
れ
て
微
苦
笑
。
三
句
目
　
白
梅
と
梅
の
林
と
白
く
淡
い
月
を
天

地
に
配
し
て
独
特
の
雰
囲
気
を
醸
し
て
い
る
。
琳
派
の
絵
を
思
わ
せ

る
構
図
が
ふ
と
思
い
浮
か
ぶ
。
四
句
目
　
冬
眠
か
ら
目
覚
め
た
山
の

景
色
で
あ
る
。
大
寺
を
置
き
城
趾
を
置
い
て
如
何
に
も
大
山
と
い
っ

た
句
の
雰
囲
気
が
あ
る
。
五
句
目
　
霜
の
厳
し
さ
が
冬
畑
の
菜
も
の

の
味
を
深
く
す
る
。
同
時
に
冬
の
農
作
業
の
厳
し
さ
を
写
し
て
俳
味

が
あ
る
。 水

見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌二
〇
〇
〇
年
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
誤
作
動
を
無
視
す
る
如
く
元
旦
あ
く
る

江
戸
川
台
東
　
桜
木
　
　
勝

住
む
人
の
絶
え
て
久
し
き
庭
先
に
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の
ご
と
辛
夷
は
咲
き
ぬ

野
　
々
　
下
　
富
田
き
よ
子

工
事
灯
の
点
滅
道
路
を
渋
滞
車
の
長
き
列
走
る
い
ら
だ
つ
ご
と
く

東
　
初
　
石
　
徳
永
よ
し
子

【
評
】
桜
木
氏
　
年
末
年
始
の
（
Y
２
K
）
問
題
は
、
万
般
事
な
き
を
得
た

が
、
四
百
年
に
一
度
の
「
う
る
う
日
」
二
月
二
十
九
日
に
、
諸
方
で
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
た
。
当
局
の
体
制
の
甘
さ
を
示
唆
す
る
反
語
と
し
て
「
無
視

す
る
如
く
」
が
適
合
し
た
。
富
田
氏
「
絶
え
て
」
は
絶
家
か
、
曖
昧
で
あ

り
「
久
し
き
」
を
「
荒
れ
た
る
」
と
し
「
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
」
の
比
喩
が
、

花
の
美
事
さ
を
強
調
し
て
、
無
人
の
家
の
佗
し
さ
を
救
っ
て
い
る
。
徳
永

氏
　
原
作
〈
工
事
灯
ま
ば
た
く
道
路
に
渋
滞
の
車
の
列
が
い
ら
い
ら
走
る
〉

「
ま
ば
た
く
」
の
語
源
は
瞼
の
開
閉
を
さ
し
「
い
ら
い
ら
」
は
車
に
、
係
る

言
葉
で
第
三
者
的
立
場
か
ら
の
「
如
く
」
を
必
要
と
す
る
。

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

詩

言
い
た
い
事
は
　
　
東
深
井
　
　
末
広
　
テ
ル
子

言
い
た
い
事
は
　
沢
山
　
あ
る
け
れ
ど

手
紙
を
書
く
こ
と
は
　
や
め
ま
し
た

電
話
の
む
こ
う
で
　
あ
な
た
の
声
が

思
い
も
か
け
ぬ
咆
哮
に
聴
こ
え
た
と
き

違
う
人
が
話
し
て
い
る
よ
う

言
い
訳
し
よ
う
と
思
っ
た
け
ど

や
め
ま
し
た

理
念
を
抱
い
て
歩
い
て
来
た

あ
な
た
と
私
の
輪
は
　
ど
こ
か
で
触
れ

ど
こ
か
で
擦
れ
合
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う

言
い
た
い
事
は
　
次
々
　
湧
く
け
れ
ど

電
話
も
手
紙
も
　
や
め
ま
し
た

宮
田
登
美
子
　
選
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
‐
109
）

【評】人間関係の難しさは、要因となるものは
意外に些細でも複雑で、そこに互いの感情が
絡み合うところにあるのでしょう。こうした作
品はパセティックに成りがちですが表現にワン
クッションを置く工夫をし、内省を含め感情を
抑えたことが良かった思います。



3月19日、北部中学校で、中・高校生を対象にバスケットボールを3人チーム
で競う「スリー・オン・スリー大会」（市青少年相談員連絡協議会主催）が開かれま
した。各チームとも素早いドリブルやパス回しでハイレベルな試合を展開。男子
は、今春、高校を卒業した「ちばらぎ」チームが華麗なシュートを連発。圧倒的な

強さで優勝。女子の決勝は、西初石中の新3年
生「にししょっきぃー」チームと卒業生「ジェッシ
ー」チームが対戦し、13対0で後輩チームが優
勝。「先輩に勝てたことで恩返しができた気がし
ます」―と話してくれました。

平成12年４月１日（土曜日） （８）第９６７号

ココココ ミミミミ ュュュュ ニニニニ テテテテ ィィィィ ひひひひ ろろろろ ばばばば

「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

地域の話題をおしえてください。
〒270－0192流山市役所秘書広報課
�50－6063

リサイクル活動から生まれた温かい善意
江戸川台小学校の児童が車イスを寄贈

素早いドリブル、華麗なシュート！
ハイレベルな試合を展開した3on3大会

房
総
名
物
の
太
巻
き
寿
司
で
ご
飯
を
見
直
し
て
も
ら
お
う
と
「
太
巻

き
寿
司
講
習
会
」
が
、
三
月
八
日
に
市
内
三
会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
海

苔
や
薄
焼
き
卵
、
か
ん
ぴ
ょ
う
、
野
沢
菜
な
ど
で
、「
か
た
つ
む
り
」
や

「
バ
ラ
の
花
」
を
あ
し
ら
っ
た
太
巻
き
寿
司
の
出
来
栄
え
に
、
参
加
者
も

大
満
足
。
ほ
ん
の
少
し
失
敗
し
た
人
も
笑
顔
で
「
か
た
つ
む
り
は
角
が

引
っ
込
ん
で
る
と
き
も
あ
る
か
ら
…
」

「アウトドアスポーツ講習会」が3月4日から全
3回の日程で開かれました。3回のうち2回が雨と、
天候にはあまり恵まれませんでしたが、テントの張
り方や野外用コンロの使い方と野外料理、アウトド
アゲームなどの講習を親子で受け、これからのアウ
トドアシーズンに向けて準備万端の様子でした。

房
総
名
物
「
太
巻
き
寿
司
」
に
挑
戦

出

来

栄

え

に

満

面

の

笑

顔

「
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
」
で

シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
準
備
万
端

昨
年
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
た
相
馬
市
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

犬の登録と
狂犬病予防注射
今月17日から実施

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
今
月
十
七
日
か
ら
市
内
二
十
二

会
場
で
実
施
し
ま
す
。

飼
い
犬
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に

よ
り
、
一
生
の
う
ち
一
回
の
登
録

と
毎
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
登
録
済
み
の
犬
の
飼
い

主
の
皆
さ
ん
に
は
案
内
ハ
ガ
キ
を

送
り
ま
し
た
の
で
、
都
合
の
よ
い

会
場
に
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
、
犬
に

注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

今
回
初
め
て
登
録
す
る
場
合
や

ハ
ガ
キ
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
料

金
を
確
認
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

※
雨
天
振
替
日
も
中
止
の
場
合

は
、
新
た
に
集
団
注
射
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
、
最
寄
り
の
動
物
病
院

で
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い

□問
環
境
保
全
課
�
50
―

６
０
８

３

会　　場

赤城神社

宮園１号公園

南流山中央公園

鰭ケ崎２号公園

八木南１号公園

東部公民館

向小金ふれあい公園

松ケ丘公園

平和台２号公園

江戸川台西自治会館

江戸川台2号公園

東深井地区公園

野々下１号公園

駒木こどもの遊び場

美田２号公園

駒木台２号公園

市民総合体育館

若葉１号緑地

真和自治会館

運河水辺公園

北部公民館

文化会館

9：15～10：15

10：40～11：55

13：10～14：25

14：50～15：35

9：15～10：00

10：25～11：55

13：10～14：10

14：35～15：35

9：15～10：25

10：50～11：45

13：10～14：10

14：35～15：35

9：20～10：30

10：55～11：55

13：10～14：10

14：35～15：35

9：15～10：30

10：55～11：55

13：10～14：10

14：35～15：35

9：30～11：30

13：00～15：00

実施日

4月17日�

4月18日�

4月19日�

4月20日�

4月21日�

4月22日�

時　　間

5月15日�

5月16日�

5月17日�

5月18日�

5月19日�

5月20日�

雨天振替日

【平成12年度の料金】
初めて登録する場合　6,300円（登録・注射）
登録済みの場合　　　3,300円（注射）

姉 妹 都 市
文 化 交 流

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

『
信
濃
町
黒
姫
童
話
館

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
』
ツ
ア
ー

好
評
の
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を

姉
妹
都
市
で
あ
る
長
野
県
信
濃
町

の「
黒
姫
童
話
館
」で
開
催
し
ま
す
。

本
市
音
楽
家
協
会
に
よ
る
演
奏

を
信
濃
町
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
演

奏
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
ツ
ア
ー
で
は
、
作
曲
家
中

山
晋
平
の
記
念
館
や
風
光
明
媚
な

信
濃
町
の
名
所
を
訪
れ
る
ほ
か
、

宿
泊
先
で
の
交
流
歌
唱
会
な
ど
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

▽
期
日
＝
６
月
10
日
�
〜
11

日
�
（
１
泊
２
日
）
▽
行
き
先
＝

長
野
県
信
濃
町
▽
対
象
／
定
員
＝

市
民
／
37
人
（
多
数
抽
選
）
▽
参

加
費
＝
１
５
０
０
０
円
（
小
学
生

以
下
１
２
０
０
０
円
、
交
通
費
・

入
館
料
・
宿
泊
・
４
食
込
み
）
▽

申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
枚

で
２
人
ま
で
記
入
可
）
に
「
黒
姫

童
話
館
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
参
加

希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
バ
ス
乗
車
場

所
（
文
化
会
館
ま
た
は
江
戸
川
台

駅
西
口
）
を
明
記
し
、
５
月
10
日

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
９
２
流
山
市
役
所
社
会
教
育

課
へ□問

社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０

６一茶双樹記念館邦楽コンサート
日　　時 ４月22日�　14時～
場　　所 一茶双樹記念館

対　　象 市民（小・中学生は保護者同伴）

定　　員 60人（先着順）

入 場 料 無料

申し込み きょう１日から電話で一茶双樹記念館へ

□問一茶双樹記念館�50－５７５０

江戸川台小学校（児童数706人）の子どもたちによって集められ
た空き缶プルトップが、１台の車椅子に変身。「身体の不自由な人に
役立ててください」と市に贈られました。平成7年から集められたプ
ルトップは約217万枚。総重量は868.5キロ。子どもたちによるリ
サイクル活動の輪から、温かい善意がまた一つ生まれました。

犬の登録と狂犬病予防注射の日程


